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＜問１＞または＜問 2＞の何れかの問題を選択して解答しなさい(選択した問題の番号を付
すこと) 
 
＜問１＞ 
 租税法の法源につき、以下の用語を用いて論じなさい。 
     憲法、法律、命令、政令、省令、条例、通達 
＜問２＞ 
 所得概念と所得税につき、とりわけ我が国の所得税との関係を中心に論じなさい。 
 

 

 2  

＜問１＞と＜問２＞何れかの問題を選択して解答しなさい（選択した問題の番号を付すこ
と） 
 
＜問１＞所得税法における給与所得の意義について説明しなさい。 
 
＜問 2＞日本における納税義務の確定手続きについて、以下の言葉を使って説明しなさい。 
 
申告納税方式 ・ 賦課課税方式 ・ 税額の確定 

 

 

 




